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ー熟達雰囲気に焦点を当てて―

中須賀巧 1), 杉山佳生2)*, 阪田俊輔 1), 須崎康臣 1)

The examination of motivational climate in physical education of junior 

high school students: Focusing on the mastery climate 

Takumi NAKASUGA1), Yoshio SUGIYAMA2)*, Shunsuke SAKATA1) 
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はじめに

学校体育（以下，体育）では，生徒たちが継続的に運

動・スポーツを行うことを目指す生涯スポーツが重視

されている l)2)。生徒たちを生涯スポーツに向かわせる

ためには，体育で行う運動・スポーツの楽しさや面白

さが体験できる授業を展開していくことが必要である。

例えば，体育において教師が競争を強調しているよう

な授業の雰囲気では，楽しさや内発的興味（面白さ）など

の要因に対して否定的な影響を与え，一方，競争はな

く，教師が個人の進歩や努力を強調しているような授

業の雰囲気は，それらの要囚に対して肯定的な影響を

与えることが報告されている 3-5)。前者のような授業の

雰囲気を成績雰囲気と呼び，他者との競い合い（競争）

を主体としており，他者より運動ができるかどうかに

価値が置かれている雰囲気である 6)。一方，後者のよ

うな授業の雰囲気を熟達雰囲気と呼び，教師によって

個人の進歩・上達が重視されており，努力することに

価値が置かれている雰囲気である 6)。これらは，動機

づけ雰間気における 2つの次元として位置づけられて

いる。この動機づけ雰囲気とは，重要な他者（本研究で

は，教師）によってつくられる場の雰囲気のことである。

Ntoumanis4lや Curyら”による動機づけ雰囲気に関す

る研究の報告をはじめ，体育において成績雰囲気の授

業を抑制し，熟達雰囲気の授業を促進していこうとす

る傾向が強い叫このように，競争が含まれた成績雰

囲気の授業を抑制していこうとする一方で，徳永ら 8)

は，体育における運動の楽しさを構成する因子に競争

が含まれていることを主張している。また，長澤叫こ

よっても競争は，楽しみを含み動機づけを高める要因
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になることが報告されている。

ごのことから競争も連動を楽しむ上では，必要不可

欠な要素になるのではないかと考えられる。しかし，

熟達雰囲気の授業のみを促進していては，競争による

楽しさや面白さは得ることができない。なぜなら，動

機づけ雰囲気における熟達雰囲気と成績雰囲気の関係

に関して西田ら 10)は， Wallingら11)の報告を踏まえ，両

雰囲気の関係は負の相関にあることから互いに独立し

た直交関係ではなく，相反するものとして捉えられて

おり，この両雰囲気は，同時に存在する側面ではない

と考えられている。すなわち，熟達雰囲気の授業のみ

が促進されている状況になると，成績雰囲気の授業は

存在しなくなり，体育の授業から競争がなくなること

になる。その結呆，体育で行われる運動・スポーツの

楽しさや面白さが半減し，生徒たちが体育をつまらな

いと感じる可能性があると考えられる。

以上のことから本研究では，本来，生徒の動機づけ

関連要因に肯定的な影響を与え，体育において促進す

るべきであることが主張されてきた熟達雰囲気の授業

が本当にいいものなのか予測モデルを構成し検討する

ことを目的とした。われわれは最近の調査により生

徒たちに熟達雰囲気の授業を促進させているだけでは，

その授業をつまらないと感じる可能性があることを確

認したため，今後の体育における授業展開に貢献でき

る有効的な資料の一つとしてここに報告ずる。

方法

1. 調査対象

大阪府の中学校3校に在校する中学生 1320名が調査

対象者であった。分析は，調査実施当日の欠席者及び

データに欠損がない 1263名（有効回答率 95.7%:男子

612名，女子 651名）を対象とした。分析対象者の平均

年齢は 13.2歳(SD=0.9)であった。

2. 手続き

調査の趣旨及び調査用紙の内容を学校長及び副校長，

保健体育科の主任教員に説明し，調査用紙の表現等で

各調査協力校の担当教員に郵送し，体育の授業内で集

団実施の後に返送してもらった。

3. 胴査内容

本研究の調査内容は，体育における動機づけ雰囲気，

熟達雰囲気ネガティブ効果要因及び競争欲求要囚を測

定する質間紙で構成されている。

1)体育における動機づけ雰囲気測定尺度

体育における動機づけ雰囲気を測定する尺度は，磯

貝ら 12)が作成した尺度を使用した。この測定尺度は，

熟達雰囲気と成績雰囲気の 2つの枠組みに下位因子を

想定し，体育における動機づけ雰囲気を評価するもの

である。成績雰囲気の下位因子は，「教師の成績志向」，

「成績志向」，「失敗の恐れ」の 3下位因子で構成され，

熟達雰囲気の下位因子は，「教師の学習志向」，「学習志

向」，「協同」，「公平さ」の 4下位因子で構成されてい

る。尺度の各下位因子の項目数は， 4項目からなって

おり，全28項目であった。

回答方法は，各項目について 5(よく当てはまる）から

1(全く当てはまらない）の 5段階で評定するよう求めた。

本尺度は，磯貝ら叫こよって既に信頼性及び妥当性が

確認されている。因果モデルの分析には，因子ごとに

算出した平均値を用いた。

2)熟達雰囲気ネガティブ効果要因及び競争欲求要因

本研究では，熟達雰囲気に関する概念 6)を態に，熟

達雰囲気に対するネガテイプな効果の項目を作成した。

作成した項目は，“自己の記録の向上だけではつまらな

い", "努力したことが認められるより運動ができて認

められたい”の 2項目であった。

回答方法は，各項目について 5(よく当てはまる）から

1(全く当てはまらない）の 5段階で評定した。

また，競争欲求に関する項目として“みんなともっ

と競い合う（競争ずる）ことをしたい”の 1項目を作成し

た。この項目は，体育の授業でもっと競争する場面を

作ってほしいか否かを検証する項目である。

回答力法は， 5(とてもそう思う）から 1(全くそう思わ

ない）の 5段階で評定した。

中学生に対して不適切な文言が含まれていないか確認 4. 予測モデルの構成

してもらった後，調査協力の許可を得た。調査用紙は， 本研究で調査を行った体育における動機づけ雰囲気
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は，重要な他者（教師）によってつくられた場の雰囲気，

すなわち，状況要因として位置づけられる内容である。

一方，熟達雰囲気ネガティブ効果要因と競争欲求要因

は， 生徒の個人内要因として位置づけられる内容であ

る。体育における動機づけ雰囲気に関して予測モデル

を想定して行われている研究では，体育における動機

づけ雰囲気といった状況要因を独立変数にし， 生徒の

個人内要因に関する内容は，従属変数として想定され

ている。

以上のことを基にし，本研究においても，状況要囚

である体育における動機づけ雰囲気から熟達雰囲気ネ

ガテイプ効果要因と競争欲求要因といった生徒の個人

内要因に影響を与える予測モデルを構成した。

-セ亘困正 ←寸個人内要因十~

体育における

動機づけ雰囲気

・成績雰囲気

・熟達雰囲気

吟

図 1

GFIは，

る割合を示す指標である 13)。

熟達雰囲気

ネガティブ効果要因

競争欲求要因

状況要因から個人内要因への予測モデル

5. 統計処理

体育における動機づけ雰囲気測定尺度の下位囚子及

び熟達雰囲気ネガティブ効果項目と競争欲求項目の基

本統計量として平均値，標準偏差を算出した。

体育における動機づけ雰囲気から熟達雰囲気ネガテ

ィブ効果要因及び競争欲求要因への影響を想定した予

測モデルを検証する際は，共分散構造分析を利用した。

適合度指標には， GFI(Goodnessof Fit Index, 以下 GFI),

AGFI(Adjusted Goodness of Fit Index, 以下 AGFI),

CFI(Comparative Fit Index, 以下CFI),RMSEA(Root Mean 

Square Error of Approximation, 以下 RMSEA)の各指標か

ら検討する。各適合度指標の基準値は以下に示す。

モデルがデータの分散共分散行列を説明す

上限の値は 1.00であり，

0.90以上の値を示すことが望ましいとされている 13)14)。

AGFIは， GFIの欠点である自由度に影響される点を

修正したものであり 15¥ AGFI<GFIの関係であり， GFI

に北べて AGFIが著しく低下するモデルは好ましくな

<, 0.90以上の値を示すことが望ましいとされている

16)17) 

CFIは，観測変数間にパスを一切引かないモデルを

示す独立モデルと分析モデル双方の自由度を考慮した

上で乖離度の比較を行う指標である叫上限の値は

1.00であり，

RMSEAは，モデルの複雑さによる見かけ上の適合度

の上昇を調整する指標の 1つで 0.10以上あった場合，

滴合度が悪いと評価される 16)17)0

以上のことから本研究におけるモデル採択の基準は，

GFI, 

した。

AGFI, 

0.90以上の値を目安としている 16)17)0

CFIは 0.90以上，

全ての分析には，統計パッケージの PASWStatistics 

18及びAmos18.0が使用された。

1. 各尺度の平均得点

表 lには，体育における動機づけ雰囲気及び熟達雰

囲気ネガティブ効果項目 (Xl

(X3)の基本統計量として平均値と標準偏差を示した。

表 1

RMSEAは0.10未満と

結果及び考察

と X2)と競争欲求項目

各尺度の平均値及び標準偏差

項目名 平均値 標準偏差

一
向

―
志

れ
一
習

恐
一
学

の
一
の

敗
一
師

失
一
教

成
績
雰
囲
気
一

熟
達
雰
囲
気

教師の成績志向

成績志向

2.67 

3.13 

2.99 

0.79 

0.70 

0.67 

学習志向

協同

公平さ

3.84 

3.64 

3.55 

3.40 

0.67 

0.72 

0.76 

0.75 

自己の記録の向上だけ
で1まつまらない

努力したことが認められるより

運動ができて認められたい
•一誓ー 一

みんなともっと競い合う
（競争する）ことをしたい

Note. n=I263 

Xl 

X2 

X3 

2.74 1.07 

3.33 1.18 

3.17 1.20 

2. 予測モデルの分析

図 2には，状況要因である体育における動機づけ雰

囲気から熟達雰囲気ネガティブ効果要因と競争欲求要

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



86 健康科学第 34巻

囚といった生徒の個人内要囚への影響を想定した予測

モデルの共分散構造分析の結果を示した。

1)予測モデルの全体的評価

栢円は，直接には測定されない潜在変数を表してい

る。また，長方形は，直接測定された観測変数を表し

ている。そして，長方形の Xlから X3の項目は，表 l

に示した Xlから X3と対応している。

まず，予測モデルのデータヘの適合度について検討

を行った結果， GFI=.966, AGFI=.934, CFI=.953, 

RMSEA=.073であった。すべての指標が某連値に達し

ていたため予測モデルの適介が良いと判断される値が

認められた。このことから，本研究における予測モデ

ルは，パスの結果を解釈する上で，十分な妥当性を有

するものであることが示された。

2)予測モデルの部分的評価

まず，体育における動機づけ雰囲気測定尺度の潜在

変数から観測変数への影聾指標は.61以上の値を示し

た（いずれも p<.001)。このことから，潜任変数と観測変

数との関係は遮切に対応していることが示された。

次に，体育における動機づけ雰囲気の潜在変数から

熟達雰囲気ネガティプ効果要因と鏡争欲求要因の観測

変数 Xlから X3への影響は，成績雰囲気から X3と熟

達雰囲気から X2への影響を除きすべてに有意な正の

影響を示した（いずれも p<.001)。

Xlは，“自己の記録の向上だけではつまらない”と

いう項目であり，成紐雰囲気と熟達雰囲気の両方から

正のパスが示された(.17と.20)。成績雰囲気は，他者と

の競い合い，すなわち，競争が主体となっている雰囲

気であり，競争の楽しさを経験することから自分自身

の向上だけではつまらなくなると考えられる。ーカ，

熟達雰囲気は， 自己の進歩・上達といった自己の記録

の向上に焦点が当てられた雰囲気であり，体育の授業

において熟滓雰囲気が続くと生徒の体育に対するつま

らなさが高まる可能性があることを示唆した。

X2は，“努力したことが認められるより運動ができ

て認められたい”という項目であった。この項目に対

しては，成績雰囲気からのみ正のパス(.35)を示した。

成績雰囲気では，他者より運動ができることを認めて

もらうごとが重視されているため，有意な正のパスが

認められたと言える。一方，熟達雰囲気は，努力する

ことに価値を置いており，運動ができること自体には

価値を置いていない。そのため，運動ができて認めら

れることに対して有意なパスが認められなかったと考

える。

X3は，‘‘みんなともっと競い合う（競争する）ことをし

たい”という項目であった。成績雰囲気は，院争が含

まれた概念であり，競争に対ずる欲求が満たされてい

たことから有意なパスが認められなかったと考える。

一方，熟達雰囲気は，有意な正のパス(.32)が認められ

た。これは，競争を含まない概念であり，自己の上達

した技能を発揮させる場面を求めている可能性がある

ごとを示唆した。

Xl 

X2 

X3 

注1)パス上の数値ばすべて標準化推定値。
注2)両矢印の曲線は，共変関係を示すパス。

GFI=.966 

AGFI=.934 

CFI=.953 

RMSEA=.073 
注3)従属変数のXlからX3の項目名ば表1を参照。
注4)***p<.001 

図 2 共分散構造分析の結果
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まとめ

本研究では，状況要因である体育における動機づけ

雰囲気から熟達雰囲気ネガテイプ効果要因と競争欲求

要囚といった生徒の個人内要囚への影評を想定した予

測モデルに対して共分散構造分析を行った。

結呆として特に注目したい点は，熟達雰囲気から XI

“自己の記録の向 I::.だけではつまらない”と X3"みん

なともっと競い合う（競争する）ことをしたい”に有意な

正のパスが認められた点である。

熟達雰囲気は，みんなと競い合う（競争する）ごとがな

く， 自己の技能の卜謹ぃ進歩が重視されている授業の

雰囲気である。この熟達雰囲気から熟逢雰囲気ネガテ

イプ効果要因の Xl"自己の記録の向上だけではつまら

ない”と斡争欲求要因の X3"みんなどもっと競い合う

（競争ずる）ことをしたい”に正のパスが認められた。つ

まり，熟産雰囲気の授業が重視されれば，生徒たちは

自己の記録の向ヒだけではつまらなくなり，周りとの

競争を求めることになる。従って，体育の授業におい

て熟達雰囲気を促進していこうとする傾向は強いが，

生徒たちが獲得した技能を発揮することができる雰囲

気を設定することも必要になると言えるだろう。

本研究は，熟達雰囲気に関して祈たな知見が得られ

たため報告を行った。今後も体肯における動機づけ雰

囲気と他の変数との関連を検証し，現場に還元できる

有効的な資料を報告していくことが必要になるだろう。
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